
止まらない近代化は、生活環境、生活スタイル、食事内容
等を劇的に変化させ、摂食・代謝・精神と多岐にわたる機
能の異常（肥満、代謝症候群、うつ病など）を増加させて
いる。肥満は代謝症候群やうつ病の危険因子である。
本講義では、肥満発症に深く関与する食欲とエネルギー代
謝の調節について解説し、そして、食品による自律神経系
を介した新しい機序による摂食・エネルギー代謝調節作用
の研究成果を紹介する。

GTRセミナー
生命農学研究科大学院特別講義

講師：岩崎 有作教授
(京都府立大学大学院生命環境科学研究科)

「食理自律神経科学」

日程：2024年11月6日（水）
時間：8:45-10:15
会場：農学部第11講義室

問い合わせ先
生命農学研究科・食理神経科学研究室
中島健一朗（knakaj@agr.nagoya-u.ac.jp)


	Slide 1

